



























































































































































日本 韓国 中国 マレーシァ シンガポール タイ インドネシア フイリピン 台湾
1次産業軽工業 2．28％lO．68％ 5．75％17．74％ 20．lO％21．05％ 17，67％リ1．60％ 0．48％7．35％ 8．40％25．78％ 22．91％19．82％ 17．52％25．85％ 4．49％19，44％
重化学工業 ／2．36％ 16．40％ 19，o1％ 9．98％ 16．56％ 8．00％ 9．18％ 10．57％ 16．76％
???????
機械産業 15．44％ 15．21％ ／O，82％　　13，21％25．67％ 9，33％ 3，71％ 2．57％ 15．25％
電気・ガス・水道 2，46％ 1，72％ 1．99％　　2，75％1．28％ 2．18％ ／、22％ 1，80％ 2，55％
輸送 3，95％ 3，78％ 4．31％ 3，51％ 9．38％ 6．16％ 5．60％ 4，75％ 3．95％
　　　サーピス内生部門計 　52－82％6031，05939．40％59187822，73％欄2535 31，28％91，837 39，29％9554940，15％17724937，56路19987036．94％839938．58％363189
（参考〕最終需要規模 3276，760334，27042171670，68 83228126969141，58559059227，757
表1－2 エネルギー消費構成比
日本 韓国 中国 マレーシァ シンガポール タイ インドネシァ フイリピン 台湾
1次産業 2，48路 3．95％ 7．19路 26，94％ O，40％ 呂．66％ 3．1O％ 6，60％ 2．40％
軽工業 4．17％ 8，9工％ 6．78路 1，70％ 9，70％ 38．97％ 11．22％ 5．07％
??」?????
7，77％25，48％
重化学工業 25，75％ 36．81％ 7．96％ 40．12％ 13．24％ 7．64％ 14，19％ 29．68％
機械産業 5．27％ 2．85兜 4．56％ 5．65％ 2，35％ 2．28％ O，35％ 1．18％ O，81％????????．??
36，37％1O．26％ 20，44％19．89％ 32，84％4．21％ 36．52％7，36％ 12．28％27．60％ 30．69％28．03路 17，16％I1．84％ 27．64％30，25％ 36．07％2工．89％
　　　サービス内牛部門比率 15．70路87．07％ 19．64％80．62％ 5．47％91．66％ 8．80％78．09盟 15．54％94．77％ 7，39％91．17％ 20．96％79．67％ 8．93％91．09％ 4．08％95，38％
最終需要比率 12．93％ 19．38％ 8．34％ 21．91％ 5．23％ 呂．83％ 20．33％ 8，91％ 4，62％
エネルギー総消費量（Tcal4，468，37085001267154I925207143055370，249607，139132，877454，526
表1－3CO。排出構成比
日本 韓国 中国 マレーシァ シンガポール タイ インドネシア フイリピン 台湾
1次産業 2，57％ 3，80％ 5，55％ 29．54％ O．36％ 6．55％ 4，94％ 7．51％ 2．40％
内 軽工業 3．05％ 6．30％ 8．80％ 5，75％ 1，03％ 6．51％ 11，53％ 7，63％ 4，51％
生
部 重化学工業 24．59％ 26，78路 36．46％ 8，87％ 41，04％ 12，77％ 1O．08％ 13．50％ 36．36％
門 機械産業 4．05％ 1．99％ 4，21％ 4．64％ 1．20％ 1．83兜 0．45％ O，62％ O．50％
内
比 電気・ガスー水道 42．94％ 24．17％ 35．96鴉 35，77％ 12．29％ 38．24％ 28．38％ 32．19％ 30．79％
率 輸送 10．50路 19．91％ 4．06％ 8，27％ 29，37％ 29，11％ 17．1O％ 32，65％ 22．21％
サービス 1ワ．31％ 17．04％ 4．95％ 7．16％ 14．71％ 4，99％ 27．52％ 5．91％ 3．24％
内生部門比率 89，05％ 80，25％ 92，03％ 78．46％ 95．90％ 93，80％ 82，04％ 94．32％ 96，87％
最終需要比率 1O，95％ 19，75％ 7，97％ 21，54％ 4，1O％ 6，20％ 17．96％ 5．68％ 3，13％
CO。総緋出量（1ぴt＿Cω1，103，062254，4102，337，433 68，584 43，615 103，271121，44635，549 131，477
表1－4SO呈排出構成比
日本 韓国 中国 マレーシァ シンガポール タイ インドネシア フイリピン 台湾
1次産業 6．56路 3．33％ 5．86％ 8．46％ O．36％ 8．19％ O．62％ 8．11％ 1，95％
軽工業重化学工業 7．95％21，20％ 11，52％31，88路 1O．94呪38，09％ 6．36％工4．73％ 1．02％53．呂6％ 1工、31％16．71％ O．41％O，92％ 工1．12％18．58％ 8．98％34．94％
???????
機械産業 3．77％ 2，12％ 4，16％ 15．62％ O．92％ 3．11％ 0，34％ O．17％ O，63％??????????
24．37％23．32％ 17．34％21．96％ 29，53％4．28％ 31，16％9．77％ 9，48％21．40％ 28．14％29．60％ 92．05％2．39％ 47．56％9，38％ 39．60％11，42％
サービス 12．83％ 11．85路 7．13％ 13．89％ 12．96％ 2，94％ 3．27％ 5．08％ 2．49％





日本700．1 韓国　1．工4 中国　3．57 マレーシァ　　4，67 シンガポール　　　I，71 タイ　2．80 インドネシア　　O．47 フイリピン　　O．77 台湾　o．91
軽工業 251．9 2．O1 11，73 2，67 1．30 2．84 18．89 2．48 1．30
重化学工業機械産業 1343．6220．2
?．???? ?．????? ?????? ???，? ???．? ?．???? ?．???? ?、????
電気・ガス・水道 9523．6 1．45 12．11 2．99 ／、43 2．82 3．56 2．32 1．78
輸送サービス 1674．3191．7
???．? ???．? ???．? ???．? ???．? ???．? ?????? ???．?
産業平均 645．工 1．79 10．81 3．32 2．20 2．95 3，75 2．23 ヱ．85








???．? ???．? ???．? ???．? ???．? ???，?
機械産業 42，8 1．06 22．20 4．81 O．48 2．51 1．40 2．25 O．27
電気・ガス・水道 2838．5 1．71 15．55 2．69 1．48 3．38 4．07 2．51 1．49
輸送サーピス 432，537，9
???．? ?????? ???．? ???，? ???．? ???，? ???．? ???．?
産業平均 162．9 2．12 14．97 3．60 2．69 3，36 3．06 2．45 2，15

















輸送　　　　　　　　　　　1142．1lO．86 17．70 4，31　　　2．38 13．44 3，29 8，03　　　4，38





































万トン 転炉 電気炉 その他炉 討 転炉 電気炉 その他炉 計
日本 97974951 1474894405254 14695
韓国 2115 1418 353326182248 4866
中国 5890 1954 141892618200 1960221012370
マレーシァ 18 230 248 731 731
シンガポール 565 60 60 60 60
タイ 229 229 708 708
インドネシア 599 599 693 693
7イリピン 89 89 167 167
台湾 764 1329 821 818 1639
構成比 転炉 電気炉 その他炉 計 転炉 電気炉 その他炉 計
日本 66．4％ 33．6％ 100．0％64．2％ 35．8％ 100．O％
59．9％ 40．1％ lOO．O％53．8％ 46．2％ 100，O％
????
63．6％ 21．1％ 15．3％ 100．0％66．3％ 15．8％ 17，9％ 100．0％
マレーシァ 7．3％ 92．7％ lOO．0％ 1OO．O％ 100．0％
シンガポール 42．5％ 100．O％ lOO．O％ 1OO．0％ 100．0％
タイ loo．o％ 1OO．O路 1oo．o％ 100．0％
インドネシア 100，O％ 100．O％ 1OO．O％ 100，O％
フイリピン 1OO．O％ 100．O％ 100．O％ 100．O％































































転炉 電気炉 計 転炉 電気炉 計 ㎏■t
口本 o，686 O．628O，667 0．693 O．547 O．641 461．3
韓国 1，022 O．856O．955 O．916 O．759 O，843 430．8
巾国 n．a． n．a． n，a、 n．a． n．a． n．a． 606．3
マレーシァ O，OOO O．8900．825 O．309 O，309
シンガポール 1，398 1．398 O．983 O，983
タイ O．638O．63呂 0．216O．216
インドネシア O．538O．538 O．417 O，417
フイリピン O．531 O．531 O，317 O．317





































































































日本 l11．4％ 120．5％ 131．4％ 一4．1％ 一3．2％ 一5，7％
韓国 l07，7％ 98．6％ 153．3％ 2．4％ 11．O％ 一12．O％
中国 95．29％ 95，1％ 92，6％ 7．4％ 7．6％ 7，O％
マレーシア 39，5％ 29．5％ 57．2％ 2．2％ 21．8％ 一30，5％
シンガポール 14．2％ 15．4％ 10，4％ 4．2％ 7．4％ 一1．2％
タイ 12，7％ 17．9％ 48．4％ 一4．5％ 16．O％ 一38．6％
インドネシア 61．7％ 57．O％ 101．8％ 一7．1％ 8．7路 一33，5％
フイリピン 25．9％ 19，7％ 29．2％ 3．4％ 14，1％ ＿14．6％
台湾 63．5％ 48．2％ 69．7％ 5．7％ 9．O％ O，2％




















韓国 17，4％ 21，5％ 29．9％ 13．5％ 13，5％ 13．5％
中国 19．2％ 26，4％ 16．5％ 5，8路 15，7％ 一6．5％
マレーシァ 8、呂％ 9，3％ 9．O％ 7．7％ 10．4％ 4．3％
シンガポール 9．O％ 7．6％ 5，O％ 1，o％ 6，O％ 一5．3％
タイ 18．5％ 8，6％ 14．2％ 4．6％ 一5．9％ 17．8％
インドネシア 7．4％ 6．5％ 5．2％ 3．5％ 6．6％ 一〇．5％
フイリピン 2，7％ 2．4％ 3．o％ 8，3％ 6，9％ 10．2％






日本 4640．94492．／ 19．9％ O．443 O．58373．8％ 48．2％
韓国 2386．64241．4 21．5％ O，752 O．75963，9％ 68，2％
中国 2033．4 568822，7％ O，664 O．62932．1％ 37．3％
マレーシァ 1321．12629，7 21．9％ O，583 O．67139，5％ 40，5％
シンカポール 13421967．8 21．1％ O，742 O，8／2 38，8％ 45．5％
タイ 2494．33996．6 21．2％ 0．593 0．69247，2％ 44．2％
インドネシア 工3531757．9 20．7％ O，582 O．77658，1％ 51，2％
フイりピン 437，3 767．921．9％ O．660 O，73446，O％ 34．8％
台湾 2050．13892．7 21．7％ O，773 O．79242．5％ 51．6％

































































































































































100万kwh火力 水力 原子力 地熱 その他
日本 83364563．6％ 11．1％ 23．3％ O．2％ 工．8瑞
韓国 10774044．9％ 5．9盟 49．1％ 0，1％
中国 62118079．6％ 20．4％
マレーシア 23011 82．7％ 17．3％
シンガポール 15615 98．6％ 1．4％
タイ 43767 88．7％ 11．3％ O．0％
インドネシア 40070 70．1％ 27．1％ 2．8％
フイリピン 25896 55．5％ 23．4％ 21．1％
台湾 86991 51．O％ 9．4％ 37．8％ 1．8％




100万㎞甘h火力 水力 原子力 地熱 その他 総発電量 火力
日本 96311459．4％ 8，7％ 29．8％ O．3％ 1．8％ 2．89％ 1，52％
韓国 18466160．7％ 3．O％ 36．3％ 1O，78％ 16，80％
中国 100807779．8％ 18．9％ 工、3％ 9．68％ 9．74％
マレーシア 45454 86．3％ 13，7％ 13．61％ 14．48％
シンカポール 222411OO．O％ 7．07％ 7．36％
タイ 80060 91．6％ 8．4％ 0，0％ 12．08％ 12．72％
インドネシア 59261 82，4％ 13．8％ 3．7％ 7．83％ 11．08％
フイリピン 33208 62，9％ 18．7％ 18．5％ 4．97％ 7．47％
台湾 12290561．9％ 7，2％ 28．7％ 2．2％ 6．91％ 10．76％








































日本 10．4 18．30 5．46 3．6 191．1 57．1 37．6
7．4 33．92 12．65 54，5 249，6 93．1 400．7
????
1．8 195，04 75．33 489．3 342．0 132．1 858．1
マレーシァ 9．9 35．95 9．56 23．3 354．3 94，3 229．8
シンガポール 6，5 16，00 4．95 10．3 104．5 32．3 67，1
タイ 6．4 36．92 13，79 58．6 237．1 88．6 376．3
インドネシア 6．8 37．47 13．17 698，3 254．O 89，2 4733．O
ワイリピン 9．3 21．84 7．05 122．7 202．3 65，3 ／136，1
































14 26 30 36 59








日本 2104 28088 1311 84445 383，735 26656 49680????
　67926149 4．52417328 　5232，581 33．914209，711 29．864261263　13．6631062238　15．45510779工4
マレーシア 234 275 80 1830 1405 1515
シンガポール 77 80 18054 O
タイ 583 877 190 11612 329ユ 3988
インドネシァ 944 1438 502 15，972 9，290 3190 3747
ワイリピン 861　　　　245 1，848 271 7 23
台湾 3．314 18，458 8，323 1877 2，377
注：台湾データは台湾資料　　59鉄道輸送の数値は人間1人の体重を60kgと仮定して、鉄道旅客輸送と鉄道貨物輸送を集計した数値
CO・／物量
14 26 30 36 59
EDENコード肉・肉製晶 パルプ・紙一　紙製品 石鹸・洗剤・化粧 セメント 鉄道輸送
kg／kg ㎏ノkg kg／kg kg／kg
kg／lOOOトンキロ
日本 O．124 1．142 0．742 0，256 O．028
韓国 0．232 0．549 O，443 O．326 O．096
中国 0．126 1．807 2．780 O．574 O．041
マレーシア 0．064 O．583 O．330 2，936
シンガポール O．035 0．481 O．000
タイ O．972 O．955 O．853 O，076
インドネシア O．042 O．216 O．065 O．209 O，047
フイリピン 0．235 1．866 1．186 2，520
台湾 O．734 O．150 0，040
㎝／物量（単価の指標）
14 26 30 36 59
EDENコード肉・肉製晶 パルプ・紙・　紙製品 石鹸・洗剤・化粧 セメント 鉄道輸送
USSノ㎏ USSノ㎏ USSノ㎏ USS／㎏ USS／トンキロ
日本 9．373 2．420 ll，549 O．064 O．818
韓国 7．190 1．479 4．608 O．059 O．091
中国 0．229 O．617 1．798 O．044 O，009
マレーシア 3，513 2，457 4．366 2．129
シンガポール 0．324 6．549 O．O07
タイ 5391 O．994 2．913 O．046
インドネシア 2．008 1．116 O，960 O．037 O．034
フイリピン 3．779 1．998 O．193 O．773













































































































































































1人あたり合計CO卜kg 5，516．53615．4 924．1 2664．1 6006．2 1214．O 393，9 4893 3249．3
間接比率合計C0トg／USS 82．3％399．6 67．6％1工30．8 82．5％5848．1 68．8％2，O16．8 89，O％883．7 92．3％1316．2 70．9％1049．1 93．3％949．4 94，O％783．1
（I＿（I＿M）A〕型1人あたり消費額（USS）
13246．43004．O 152．4 1093．7 5308．2 839．7 349，9 479．2 3641．2














































































































































1Coal 0．03％ 83．00％2，14％ O．01％
2Coke O．02％
3OtherCo目1products49．30％ O．03％
5Natu閉1Gas 3．09％ O．53％ 24．70％16．OO％
6Lj叩e方edN伽閉1Gas O．01％ O．Ol％
7Gasoline 35．28％13，96％O，33％ 22．16％52．87％21．73％12．65％ 35．20％
8JetFue1
9Kerosene 14．72％12．O／％ 1，92％ 1．03％ 7．55％ 1，52％ 10．13％33．12％
lODieselOi1 O．84％ 2．12％ 37．09％O．95％ 9．33％ 12．26％
11FuolOil 1．OO％ 9．55％ 5．39％




17TownGa昌 14．71％4．33％ 2，86％ 2．14％












5Natu閉1Gas O，OO％ o．60％ 29．23％16．28％
6Lique丘edNatumlG乱s 0．O1％ O．01％
7Gaso1ine 47．38％13．14％0．30％ 27．52％73．91％38．04％19，78％ 44．3／％
9Kerose皿e 20．00％11．72％1．78％ 1．18％ 10．06％2．45％ 16．02％60，17％
10DieselOil 1．11％ 2．13％ 41，60％1，34％ 14．74％20．63％
11Fue10il 1．05％ 10．64％ 9．48％




17TownG且昌 15．06％3．32％ 2，54％ O．15％
18Veg餉ble血els O．61％ 3．44％ 29．55％8，63％
19ndu昌trialw副steGas o．oo％
COト㎏人 977．71172．1 161．3 831．6 661．5 93．1 114．5 32．8193．7 347．7
注1台湾のガソリン修正値は、台湾での1人あたりガソリン消費量が韓国と同じと仮定して言十算した数値。
88
る影響が大きいこと、などを読みとることができた。
5．おわりに
　EDENデータベースは産業連関表を基本とする経済データであると同時に、多くの工学
的技術情報も内包している。さらに、相互に様々な意味で異なっている9ヶ国のオリジナ
ルデータを統一のフォーマットにまとめることも初めての試みであった。そのため、
EDEN推計は試行錯誤の繰り返しであり、ようやく分析可能な推計結果を得たあともな
お、いろいろなデータ上の問題点がみられることは本文中にコメントしたとおりである。
現在、1990年のデータベース構築の経験を経てEDEN1995も完成途上にあり、EDENに
よってアジア地域の環境問題に関する横断面・時系列の分析が可能となりつつある。中国
を始め、アジアの環境問題は関心を集めることが多い割にはこれまでそれを具体的、実証
的に分析するデータの乏しいことが問題とされてきた。また、IEAなどで各国のエネルギ
ー消費データ等が公表されているが、これらのデータはとりわけ発展途上国に関して各国
の独自性が欠けているとの批判もよく耳にしてきた。そのようななかでEDENの存在意
義は大きいと考えている。
　本研究では、EDENを用いて簡単な分析を行ったにすぎないが、今後ここでの知見をも
とに、より詳しいシミュレーション分析などを行って行きたいと考えている。そのような
研究のメニューとして考慮中なのは次のような内容である。
　1．アジアにおける貿易関係を通じて、ある国の生産活動は直接問接にその他の国の環
　　境にどのような影響を及ぼしているか、といった環境面からみたアジア地域の相互依
　　存関係を明らかにする。
　2．鉄鋼・発電の分野で、日本等の先進国から中国やASEAN諾国に今後技術移転の進
　　んでいくことが予想される。そのような結果として、どれほどの環境影響がもたらさ
　　れるか、などのシミュレーション分析。
　3．各国の家計消費構造には本論にみたように興味深い特徴が見いだされる。今後、経
　　済発展との関係で、家計消費構造がどのように変化していくか、その環境影響はどれ
　　ほどか、といった環境家計簿の応用分析。
　これらの研究を通じて、多様性が特徴とされるアジア地域の環境問題を実証的に明らか
にしていきたいと考えている。
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